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1

１．学校概要

中学生、保護者向け
学校説明会の資料より

鹿児島工業高等専門学校
学校紹介

独立行政法人国立高等専門学校機構

2

所在地：霧島市隼人町

敷地面積は１２万㎡

東京ドームの約２．７倍
全国５１高専中、４番目に広い！志学寮

3

＜高等教育機関の種類＞

高専（本科卒業） → 準学士
高専（専攻科修了） → 学 士
大学 → 学 士
短大 → 短期大学士

技術者を志す人たちのための高等教育機関

高等学校から大学卒業までのレベルの教育
課程を５年間一貫で学習

充実した設備と少人数教育

高専（高等専門学校）とは

4

大学と同等の
高等教育機関
に分類される。

後期中等教育
の工業高校と
は目指すとこ
ろが違う

学校制度

高専から大学に進学もできるので、将来の選択肢が幅広い！ 5

高専・高等学校に進学した後の進路（イメージ）

実は隠れた進学校でもある！ 養成すべき人材像として以下の学習・教育到達目
標を掲げています。

１．人類の未来と自然との共存をデザインする

技術者

２．グローバルに活躍する技術者

３．創造力豊かな開発型技術者

４．相手の立場に立ってものを考える技術者

鹿児島高専の学習・教育到達目標

6

「技術者」とは、設計・開発・監督など複合
的に絡み合う課題に対処する人たちのこと

技術者（エンジニヤ）

これまでにないモノを
開発・設計する

技能者（テクニシャ
ン）とは異なる職種
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（アドミッションポリシー）

本校の学習・教育目標に共感し、この目標達成
にふさわしい素質と能力のある人を受け入れます。
特に次のような人を求めています。

① 論理的な思考ができる人

② もの作りが好きな人

③ コミュニケーション能力のある人

④ ２１世紀の世界を支える技術者として、

大いに活躍したいという夢のある人

入学者の受け入れ方針

7

プレゼンテーション能力
から変更

高専の「くさび型教育」

現５年生で９２単位
履修可能

現５年生で９１～９７単位
履修可能

H27入学生は
８７単位

H27入学生は
８８～９４単位

４年生の夏休み期間を利用して、実際に企業の業務を体験できる「インターンシップ制度」がありま
す。全員が参加できるわけではありませんが、企業を体験できる貴重なチャンスです

カリキュラム

機械工学科

電気電子工学科

電子制御工学科

情報工学科

都市環境デザイン

工学科

インターンシップは

「工場実習」の科目名で実施

参加学生が、H28より急増！

参加学生／4年生 の割合

H27 ４８%
H28 ７５％

H29 ７８％

機械工学科
Department of Mechanical Engineering

○機械工学科が目指すエンジニア

「ものをつくる」ための機械工学の基本と
幅広い専門知識を学び、様々な産業分
野で活躍できる広い視野と実力を備えた
創造性ある実践的なエンジニア。

10

電気電子工学科
Department of Electrical and Electronic Engineering

○電気電子工学科が目指すエンジニア

半導体デバイス、ネットワークと情報通
信、環境・エネルギーなど電気・電子テ
クノロジー分野が急速に進歩し続けてい
る中で革新的なモノを作り出せる研究開
発型エンジニア。

11

電子制御工学科
Department of Electronic and Control Engineering

○電子制御工学科が目指すエンジニア

電気・電子工学・機械工学・情報工学・制
御工学といった分野の中で、電子制御技
術に必要な知識や技術を身につけるとと
もに、１つの分野の知識だけでは解決で
きないような問題に対しても対応できるオ
ールラウンドなエンジニア。

12
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情報工学科
Department of Information Engineering

○情報工学科が目指すエンジニア

コンピュータなどのハードウェアとプログ
ラミング（ソフトウェア）をマスターし、コ
ンピュータが組み込まれたシステムを
作ったり改善し、様々な「使いやすさ」、
「便利さ」、「夢」を、プログラミングを中
心に実現していくシステムエンジニア。

13

都市環境デザイン工学科
Department of Urban Environmental Design and Engineering

○都市環境デザイン工学科が目指すエンジニア

自然環境に調和し、人間と他の生物にとってや
さしい生活空間を造り上げるための幅広い視野
と基礎知識を修得するとともに、豊かな人間性を
備えたエンジニア。

14

在校生内訳（本科）の概要

単位：人

15

平成29年4月1日

16

出身地区別本科在学生数
（ ）は女子のうち数 単位：人

（平成29年4月現在）

学生寮 日 課 日 課 時 間 表

起 床 ◎７：００

点呼・体操 ◎７：１０～７：２０

清 掃 ７：２０～７：４０

朝 食 ◎７：２０～８：２０◎

登校閉寮 ◎８：３０

昼 食 ◎１２:００～１３:００◎

開 寮 １４：２５

入 浴 ◎１６：３０～１９：５０

夕 食 ◎１７：３０～１９：００

点 呼 ◎１９：５５

自 習
◎２０：００～２３：００
※◎２１：２０～２２：００◎
は休憩を含めた行為も可

点 呼 ◎２３：００

消 灯 ２４：００

◎はチャイム

男子寮

女子寮

寮生数

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 専攻科 計

男 130 114 116 79 54 4 497
女 18 16 11 9 5 0 59
計 148 130 127 88 59 4 556

平成２９年４月１日現在

17

学校行事

18

H29より全学科統一

の工場見学旅行はと
りやめた。

学科により夏季休
業中に実施
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高専ロボコン2016 （全国大会）
（アイデア対決ロボットコンテスト）

2016年の競技課題は、「ロボット・ニューフロンティア」。ロボットによる「新

大陸開拓」です。待ち受けるミッションをロボットで乗り越え、新大陸を開
拓した証としてブロックを積み上げ、「砦」を築き上げるという競技でした。

過去大会実績
年度 九州沖縄地区大会 全国大会

2014 技術賞（Ａチーム） 出場（Ａチーム）

2013 特別賞（Ｂチーム） 出場（Ｂチーム）

2012 技術賞・特別賞（Ｂチーム） 出場（Ｂチーム）

2011 優勝(Ａチーム)、準優勝(Ｂチーム) ベスト８（Ａチーム）

2016年

九州大会の様子

19

卒業生数 183名
就職者数 103 名 （56.3 %）

求人倍率：20.7倍

進学者数 73 名 （39.9 %）

※ 進学者数は、短大・専門学校
への進学者は除く

主な進学先：
鹿児島高専専攻科
国立大学工学部（3年次編入）

その他 7 名（3.8 %）

本科卒業後の進路（H28年度）

大学・高専専攻科進学先（Ｈ28年度） 進学数

鹿児島高専(専攻科) ３１
九州工業大学 ８
熊本大学 ７
鹿児島大学 ６
豊橋技術科学大学 ５
長岡技術科学大学 ４
大阪大学 ２
九州大学 ２
広島大学 １
千葉大学 １
立命館大学 １
佐賀大学 １
東京農工大学 １
信州大学 １
筑波大学 １

※国立大学への編入学が多い！
※編入学なので入学のチャンスは多い！

20

延合格者数は９３名！
１人で何大学も受験できます！

７３名の内４７名（６４％）が

推薦です！

推薦、学力合わ
せて１２名合格

H26 27.4%, 

H27 27.5% から急増

Ｈ２９年度

卒業予定者数 193名
進学予定者 ６６ 名 （34.1 %）

＋専門学校２名

H28年度 進学者数 73 名

（39.9 %）

本年度の本科の進学状況

大学・高専専攻科合格者（Ｈ29年度） 進学数

鹿児島高専(専攻科) ３１

豊橋技術科学大学 １２

鹿児島大学 １０

熊本大学 ９

九州工業大学 ７

宮崎大学 ３

九州大学 ２

筑波大学 ２

電気通信大学 ２

広島大学 ２

東京農工大学 ２

長岡技術科学大学 ２

東京大学 １延合格者数は93名

推薦４７名（６４％）

延合格者数は86名

推薦４３名（６３％）

国公立大学では高専の
推薦編入枠があります！

クラスで成績上位なら面接のみの大学があります

大学も高専の卒業生を評価しています！

高専出身はモノづくりがうまい→実験装置の製作が得意
高専出身は卒業研究の経験者→大学の研究室のリーダーもできる

国立大学の３年次に筆記試験なしで編入学できます！
専攻科から大学院にも筆記試験なしで入学できます！22

熊本大、九州工業大、鹿児島大、宮崎大、山口大、
電気通信大、東京農工大 他

多くの大学に推薦枠があります

機械
工学科

旭化成、出光興産、荏原製作所、大阪ガス、花王、関西電力、キャノン、九州電力、京セラ、クレオ、国立印刷局、

コスモテック、サントリー、シチズン時計鹿児島、シマノ、ジャパンマリンユナイテッド、新日鉄住金、ダイキン、

テクノ21、中部電力、千代田工商、東京ガス、東芝プラント、トヨタ車体研究所、日本オーチス、日立プラント、本田

技研工業、三井造船、三菱重工業、安川エンジニアリング、雪印乳業、ＡＮＡ、ＩＨＩ、ＪＡＬ、ＪＲ、Ｍｉｓｕｍｉ 等

電気電子
工学科

旭化成、花王、関西電力、キャノン、九州タブチ、九州電力、京セラ川内工場、ダイキン、ダイハツ工業、東京ガス、

東芝メディカルシステムズ、トヨタプロダクションエンジニアリング、西日本旅客鉄道、日本特殊陶業宮之城工場、

ネオテック、丸善石油、三菱重工業、メタウォーター、ＣＴＣテクノロジー、ＫＤＤＩエンジニアリング、等

電子制御
工学科

飛鳥電気、大阪ガス、関西電力、キャノン、京セラ国分、国立印刷局、コマツ、住友化学、セイコーエプソン、

ソニーセミコンダクタ、ダイキン工業、ダイハツ工業、東京ガス、東京電力、ツムラ、トヨタ車体研究所、ファナック、

富士電機、三菱自動車エンジニアリング、三菱重工業長崎造船所、メタウォーター、雪印メグミルク、IHIプラント設

計、JALエンジニアリング、JR東海、ＭＨＰＳコントロールシステムズ、Ｍｉｓｕｍｉ、ＮＨＫ 等

情報
工学科

旭化成、大阪ガス、関西電力、京セラ国分、京セラコミュニケーションシステム、セイコーエプソン、ソニーセミコン

ダクタ、ソフト流通センター、ダイキン工業、ダイセル、千代田ビデオ、日本特殊陶業、日立ハイシステム21、

富士重工業、富士通、富士通鹿児島インフォネット、富士通九州システムサービス、富士電機、南日本情報処理

センター、CTCテクノロジー、JR東海、NECネッツエスアイ、NHK、NTTネオメイト、NTTファシリティーズ 等

都市環境
デザイン
工学科

植村組、大阪ガス、鹿児島県庁、鹿児島市役所、関西電力、九州電力、霧島市役所、熊谷組、コーアツ工業、

国家公務員、鴻池組、五洋建設、新日本空調、大進、大氣社、東京ガス、東急建設、飛島建設、電源開発、

パシコン技術管理、阪神高速道路、JFEシビル、JR東海、JR西日本、NEXCO西日本、NEXCO西日本エンジニ

アリング、NTTインフラネット、NTTファシリティーズ 等

本科 主な就職先（50音順 敬称略）

23

・ 本科卒業生が進学できる２年制の専門課程。

・ 問題解決型の実践的教育研究や産学連携による共同教育。

・ 専攻科修了と同時に大学卒業と同じ『学士』の学位を取得できる。

・ 学士を取得した人は国公私立の大学院へ進学できる。

多くの学生が推薦で進学。

専攻科

「土木工学専攻」は平成27年4月から「建設工学専
攻」に名称変更しました。

機
械
工
学
科

電
気
電
子
工
学
科

電
子
制
御
工
学
科

情
報
工
学
科
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デ
ザ
イ
ン

工
学
科

本
科
（
５
年
間
）

機
械
・
電
子

シ
ス
テ
ム
工
学

専
攻

電
気
情
報

シ
ス
テ
ム
工
学

専
攻

建
設
工
学
専
攻

専
攻
科
（２
年
間
）
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就職者数 14 名 （ 45.2 %）

求人倍率：98.2倍

専攻科修了後の進路（平成28年度）

大学院進学先（平成28年度）
進学
者数

九州大学大学院 ５

長岡技術科学大学大学院＊ ３

東京工業大学大学院 ３

早稲田大学大学院 ２

電気通信大学大学院 ２

九州工業大学大学院 １

進学者数 16 名 （ 51.6 %）

修了生数 31 名

※トップクラスの国立大学への入学が多い！

その他 １ 名 （ 3.2%）
25

就職内定先

ソニーセミコンダクタ九州
ディスコ
日本精工
日本電子
富士通
メタウォーター
メルコパワーシステムズ
IHIプラント建設
JFEプラントエンジニアリング
JXエンジニヤリング 他

＊２名は技術科学イノベーションコース
授業料免除

３人とも面接のみ、
筆記試験免除で
合格！

橋のデザイン・
施工

太陽光発電、
次世代電池

携帯

スマホ

電気・燃料電池
・自動運転次世
代カー（日本の
基幹産業の１つ

）

ネットをウイルス
から守る。

衛星・国際
通信

次世代
エンジン

環境を
デザイン

ロボット（高専ロボ
コン、ETロボコン）

電子部品（日本の基幹産
業の１つ）

鉄道（主な
就職先の1
つです。）

コンピュータ、
ＩoＴ、人工知能、量

子コンピュータ

高速道路・都市を
デザイン2

ロ
ケ
ッ
ト
・
宇
宙
開
発

ドローン

中学生生の皆さんへ
をご覧ください

27

２．本校の特徴的な
取り組みについて

28

・グローバル高専事業（展開型）

⇒ 第5ブロック（九州・沖縄）拠点校

・研究推進モデル校

⇒ 第5ブロック（九州・沖縄）拠点校

・ＫＯＳＥＮ4.0イニシアティブ
⇒ 申請のあった96事業のうち37事業（31校）

高専機構全体の取組の拠点として

高専機構内の選択的（競争的）な事業

・モデルコアカリキュラム実践拠点校

29

グローバル高専事業（展開型） Ｈ２８～

目的：学生・教職員の英語力向上に効果的なプログラム開発を行うこと。

大学間連携共同教育推進事業「九州沖縄地区９高専連携事業」（H24～H28)
で培った、国際交流、海外インターンシップをさらに発展させる。

（１）学生が、海外の学生・研究者及び企業の技術者と、英語を用いて意思疎
通がスムーズにできるようになるための英語コミュニケーション力向上

（２）学生の英語力強化のための教育プログラムの開発。
（３）学生の国際・異文化理解をより深めること。
（４）英語による授業を行うこと。

（５）教員及び職員のグローバル化に関する意識向上を進め、英語による教
育研究力の強化を図ること

教育に関する事項 １－（２）①、④、⑤
国際交流に関する事項 ３－（１）①、② 、３－（４）、３－（５）

30

英語インタビュー活動
近隣大学の留学生あるいは英語が堪能な地域住民の協力により小グループ体制で英語インタ

ビュー活動を実施する。また、本プログラムでは海外留学経験者や短期留学生の活用も考えられる。
学生の意欲向上のために、英語の成績に一部反映させる。

英語による外国人学生の日本語イ
ンタビュー活動

TV会議システムを利用して、海外協定大学で日本語を学ぶ学生に対して、英語と日本語を交えたイ
ンタビュー活動を行うことにより、高専生の英語によるコミュニケーション力増強の導入的効果を狙う
プログラムを実施する。

実験の英語での指導
近隣大学の専門学科在籍の留学生等の協力を得て、英語による実験実習指導を実施する。また、

海外の大学教員を講師として招へいすることも計画する。

On line 英会話講座受講

H28年度は、希望する教職員を対象にOnline英会話講座を開設し、校内の施設（空き教室、PC等）
を利用して1名あたり10回のレッスンをそれぞれ任意の時間に受講できるよう整備した。

H28年度中に第5ブロック内で希望のあった6高専への波及も実現したため、H29年度は講座の内容
を選択できるようにし、各教職員の英語力にあった講座を受けられるよう調整を進める。

校内英語キャンプ

H28年度は校内の施設を利用して本科1年生を対象に英語キャンプを実施した。4時間を英語のみ
で過ごす一連のプログラム（学生10名前後を1グループとする）を、5日間20グループに分けて実施し
た。H28年度の実施において生じた課題等を整理し、H29年度はより良い状況で実施できるよう整備
する。その上で、第5ブロック高専への波及、共同開催等を模索する。

校内英会話放送
H28年度は校内放送を用いて、毎日英会話放送を流す。実際の聴取の効果よりも、英語が日常に

ある雰囲気を作ることを目的とする。

TOEIC受験
英語力向上の一つの指標とし、本科3年次の到達目標400点、本科卒業時450点を目指す。専攻科2

年次では520点、さらに上位20～30%は650点以上の高得点を目標とする。

授業のe-learning取り入れ
H28年度は専攻科入学予定の5年生を中心にライセンスを配布し、授業外での自習教材として試験

的に取組を始めた。H29年度はカリキュラムへの組入れについて模索し、第5ブロック内高専への波
及も併せて行う。

英語での発表活動
専攻科特別研究の中間発表、本発表を英語で実施し、海外で開催される国際会議での発表も目指

す。本プログラムはブロック内高専と連携して行うことによって効率化を図る。

校内掲示物等の英語化
寮を含めた高専キャンパス内の案内表示や高専紹介出版物を英語表記する。これにより海外から

の留学生、研究者の招聘の円滑化を図れる。
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31

長期インターンシップ可能な
カリキュラムの整備

専攻科においては沖縄高専で開発されたモデルを導入し、各セメスター単位でのカリ
キュラム構成とし、長期インターンシップに取り組みやすい環境とする。本科において
は、出席要件の緩和、TV会議システムあるいはe-learningによる授業受講の仕組みを導
入する。第5ブロックでは、H29年度から校時の完全統一が合意されていることから、
ブロック内高専への波及を目指す。

「国際・異文化理解」科目の
導入

宗教，地理，歴史，風俗習慣，海外事情，国際協力，国際援助活動，海外渡航の知識
などを講義する科目をカリキュラムに導入する。H28年度は風俗習慣及び海外事情を内
容の一部とした授業を実施し、従前からある「世界史」及び「現代社会」の科目にて海
外事情について取り入れる等の取組を実施した。H29年度も継続して取り組み、第5ブ
ロック内高専との情報共有を図りながら内容の充実を目指す。

英語で実施する科目の導入
（平成28年度より実施）

英語の授業は基本的に英語で実施し、専攻科科目の一部を英語化することを目標とす
る。専門科目では、まず講義の１，２回を英語化、次にテキストを英語化、さらに講義
そのものを英語化するなど、段階を踏んで実施していく。本科においては、演習問題を
英語化、専門用語の英語習得、実験を英語化、などさまざまな取り組みを各科目で段階
的に実施する。
H28年度は英語の授業の大部分を英語で実施するだけでなく、授業内で学生が

スピーキングやライティング等、英語でアウトプットを行う機会を増やした。
H29年度も継続して取り組み、第5ブロック内高専との情報共有を図りながら内
容の充実を目指す。

【カリキュラム開発】

＊海外学術協定校、インターンシップ派遣、学生交流 等の実績データ
⇒ 資料７ p. １７，１８

32

外国人教員の増強 H28年度に外国人教員を1名採用し、今後の拡充を図る。

協定校派遣
春季・夏季休業を利用して海外協定校に派遣し、
・研究交流の促進、 ・授業テキスト開発、 ・授業参加

などで、英語による研究力向上、英語での授業能力向上を図る。

語学学校派遣
海外の英会話学校に派遣あるいは、Online英会話受講により語学力の向

上を図る。H28年度は9高専で計82名の教職員が10回のOnline英会話講座
を受講し、この取組はH29年度も継続する。

機構主催の各種研修派遣

H28年度は教員3名が機構主催の英語力向上に関する研修に参加した。
H29年度は、教員1名が国立高等専門学校教員グローバル人材育成力強化
プログラムにより1年間の研修に参加する予定である。H28年度のグロー
バル高専事業の取組の中でこうした長期の研修を希望する教員が出てきた
ことは、校内のグローバル化への意識高揚のあらわれと言える。

研究成果の英語による発表 研究成果を国際会議で発表、英語による論文投稿等を積極的に図る。

【教員】

33

モデルコアカリキュラムとＷｅｂシラバスシステムへの対応

34

35 36
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37

高専全体の教育改革の動き
１．ＩＣＴ活用の推進

・高専学生情報統合システム
「教育の質を保証するための学生情報統合システム」の目的

・アクティブ・ラーニングとしてICT活用教育システムを活用し、

より効率的に教育効果を高める。

・KOREDAを核とした学生情報統合システムの構築
☆学生ポートフォリオ教員用ポータル（学生カルテ）

☆Webシラバスシステム

☆教材共有システム（Ofｆice365、BlackBoard）

☆入試、教務 etc.

２．アクティブラーニングの推進
・アクティブラーニング(AL)トレーナー教員研修会

・ＡＬのためのインストラクションデザイン（授業設計：ＩＤ）研修

・ＡＬのための授業スキル研修（CTT+保持者） （Ｈ２８予定）

・ＡＬ授業評価研修 （Ｈ２８予定）

H31年度内に運用開始予定
H32入学生から完全運用

それまでに既存データの移行
H28中にモデル校による先行

稼働

続々と研修が実施さ
れる！

LMS:Learning Management System

教務委員会

学生委員会

寮務委員会

テクノセンター

（地域連携）

・研究支援

・地域支援

工場見学（授業）

企業セミナー（就職支援）

インターンシップ

人材派遣（授業、講演）

共同研究

技術相談

人材育成

高専

特色：地域連携

人材育成

学生支援教職員 学
生

学校

地域住民

イベント

組織・団体

・公開講座

・出前授業

+非常勤講師

・部活・同好会

・ボランティア

+外部指導者

人的支援

専攻科委員会

・学生支援

企業

隼人錦江 スポーツクラブ

地域

鹿児島高専テ クノクラブ

日置市との連携協定 平成26年12月8日

霧島市との連携協定 平成27年3月31日

鹿児島県技術士会との連携

主に南九州地域の有志企業が、地域との連携強化を
理念の一つに掲げている本校と相図って、産学官交
流組織「錦江湾テクノパーククラブ」を平成10年3月に
設立。総会、技術研修会、企画イベント等を実施。

平成28年4月1日に「鹿児島高専テクノクラブ」に改名。

鹿児島高専テクノクラブ（通称ＫＴＣ）

会員企業：８６社（平成30年3月1日現在）

特別会員：１６公的機関

（鹿児島県商工労働水産部、鹿児島県工業技術セン
ター、かごしま産業支援センター、鹿児島市、霧島市等）

隼人錦江スポーツクラブ
・平成１５年４月、鹿児島高専と旧隼人町（現霧島市
）が提携して設立した総合型地域スポーツクラブであ
る。

・平成１８年１月、地域住民（会員）が主体となったク
ラブ運営を目指し、NPO（特定非営利活動）法人化。

・霧島市公共体育施設の指定管理者として、隼人体
育館・武道場・弓道場・温水プール等７施設の管理・
運営を実施中。
・平成１９・２０年、鹿児島高専と「学生支援GP」を共
催、指導者データバンク(約260名登録)の構築等。

・鹿児島高専体育施設を活動拠点の一つとして、現
在１２講座に約８５０人の会員が活動中。

42

３．志願者確保
について
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・募集人員： 各学科 ４０名

【推薦によるもの（16名程度）を含みます。】

・試験科目： ４科目

英語、数学、国語、理科

・試験時間： 各５０分

・配 点： ５００点満点

数学２００点、他教科１００点
※平成２９年度入学者学力選抜試験より、面接（集団）を導入しました。

※昨年度より、解答方法がマークシート方式（OMR）となっております。

入学試験

【過去問題掲載場所】
「高専機構 入試」で検索して、

http://www.kosen-k.go.jp/examination.html 43

社会をとり
やめ

・H29入試からの改革点

＊推薦枠の拡大（定員の3割から4割へ）

＊学力検査を5科目から4科目へ ＊集団面接の実施

・推 薦 枠： 各学科１６名程度

・推薦基準： （１）または（２）の条件を満たす者

・面接 【１０分程度】
※平成２８年度入学者推薦選抜試験より作文と工学適正検査は実
施しておりません。

入学試験 ＜推薦選抜＞ 平成２９年１月２１日（土）

推薦基準

中学校又は中等教育学
校前期課程における３
年次の１～２学期９教
科５段階評価の総計

その他

（１）の条件 ９０～７６

（２）の条件 ７２以上
生徒会長経験者や
部活動等で優秀な
成績を修めた者

44

定員の３割から
４割へ

科

定
員

推薦選抜 学力選抜

志願者
合計

合格者
数

倍率
志願者

合格内
定通知

A-C 志願者 倍率*1 合格内
定通知

A B C D(A-C) E F(E/D) G H I(C+G) J(H/A) 

機械工学科 40 14 14 26 40 1.5 54 42 1.35

電気電子工学
科

40 18 18 22 38 1.7 28 56 42 1.40

電子制御工学
科

40 10 10 30 23 0.77 18 33 41 0.83

情報工学科 40 26 24 16 42 2.6 22 66 42 1.65

都市環境デザ
イン工学科

40 12 12 28 46 1.6 31 58 42 1.45

合計 200 80 78 189 131 267 209 1.34

45

平成３０年度 入試

46

0.5

1

1.5
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2.5

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

総合倍率の推移

2.05倍

1.4倍
1.34倍

47

入試学科ごとの倍率推移（２００５～２０１７）

0.5

1

1.5

2

2.5

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

M

E

S

I

C

学科ごとの実質総合倍率の推移

48

地区ごとの志願者数の推移
H30年度 H29年度 H28年度

推薦

学力

合計 推薦

学力

合計 推薦

学力

合計
学力

（内 推
薦

受験）
学力

（内
推薦
受験）

学力
（内
推薦
受験）

鹿児島地区 30 89 0 119 16 82 1 98 19 99 3 118

南薩地区 3 7 0 10 4 7 0 11 5 6 0 11

北薩地区 6 20 1 26 9 18 0 27 9 22 1 31

姶良・伊佐地区 28 48 1 76 35 70 1 105 21 64 0 85

大隅地区 9 10 0 19 14 23 0 37 6 26 1 32

熊毛地区 1 2 0 3 2 1 0 3 2 1 0 3

大島地区 1 6 0 7 0 1 0 1 1 0 0 1
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４．本校の運営
について

50

Ｈ２９　校務分掌
69 5 6 25 12 1 21

副校長 学科長 担任 校務軽減 センター長 主事補等 役職

塚崎　香織 松田　信彦 嵯峨原　昭次 1S 田中　智樹 鞍掛　哲治 学生主事補

一般文系 アニス・ウル・レーマン 2S 町　泰樹 保坂　直之 副校長補佐（広報担当）

9 坂元　真理子

野澤　宏大 北薗　裕一 1M 池田　昭大 寮務主事補

一般理系 三原　めぐみ 1E 松浦　將國 教務主事補

13 熊谷　博 1I 篠原　学 副校長補佐（国際交流担当）

村上　浩 1C 大竹　孝明 システム管理者

拜田　稔 2M

白坂　繁 2E

嶋根　紀仁 2I

堂園　一 2C

塚本　公秀 三角　利之 白石　貴行 5M 椎　保幸 徳永　仁夫 副校長補佐（国際交流担当）

M 田畑　隆英 4M 南金山　裕弘 小田原　悟 システム管理者

10 渡辺　創 3M 東　雄一 寮務主事補

須田　隆夫 井手　輝二 枦　健一 5E 今村　成明 逆瀬川　栄一 専攻長（AEI）

E 中村　格 4E 樫根　健史 奥　高洋 学生主事補

10 垣内田　翔子 3E 前薗　正宜 教務主事補

宮田　千加良 福添　孝明 5S 岸田　一也 宮田　千加良 吉満　真一 専攻長（AMS）

S 島名　賢児 4S 小原　裕也 （地域共同テクノ兼務） 新田　敦司 地域共同テクノ副センター長

10 瀬戸山　康之 3S 室屋　光宏 学生なんでも相談室長

鎌田　清孝 教務主事補

幸田　晃 玉利　陽三 5I 豊平 隆之 入江　智和 幸田　晃 副校長補佐（入試広報担当）

I 原 崇 4I 古川　翔大 （グローバルＡＬセンター） 武田　和大 システム管理者

9 新徳 健 3I 濱川　恭央 学生主事補

（堂込先生除く）

山内　正仁 堤　隆 川添　敦也 5C 内田　一平 山田　真義 専攻長（ACC）

C 池田　正利 4C 岡松　道雄 寮務主事補

8 毛利　洋子 3C

校務軽減（主に研究に力を入れ
る）以外の教員は何らかの役職
についている

教育改善システム（ＰＤＣＡサイクル）

改善へのシステム

管理運営改善システム（ＰＤＣＡサイクル）

改善へのシステム
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